
- 1 -

◆ 黙　　想

◆ 開会点鐘 会 長 佐久間  誠
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会員増強・新クラブ結成推進月間会員増強・新クラブ結成推進月間

プログラムプログラム

移動例会・新入会員歓迎会

井橋 興蔵 新入会員 古田 貴行 新入会員 島村 竜二 新入会員 

新入会員の皆様、入会いただき有難う御座います。

そして本日入会いただきます古田様、誠におめでとう

御座います。今年度初めての夜間例会となりますが、

会長挨拶 会 長　佐久間　誠
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最後までどうぞ宜しくお願い致します。

先日、慶應義塾高校対修徳高校の新チームの試合を

越谷市民球場で観戦してきました。慶應義塾高校は甲

子園で優勝し、新チームになってまだ10日と言う事

でした。修徳高校は新チームになり1カ月くらいだと

思います。試合は修徳高校の勢いに慶應義塾がおされ

5回を終わった時点で13-0、6回に1点、7回に5点と

慶應義塾も意地を見せ巻き返しましたが、最終的には

15-6でゲームセット。個々の選手の能力は変わらな

く見えましたが、完全に違うのが連携プレーなどの

チームワークでした。新チームになってからの時間の

差が表れたと考えました。越谷東ロータリークラブも

今年度5名の新会員が増えましたが、新会員が居心地

の良い場所を作り、チームワーク良く、事業の成功や

様々な目標達成に向け頑張っていきたいと思います。

会員皆様のご協力をどうぞ宜しくお願い致します。

新入会員歓迎会新入会員歓迎会

株式会社アクセスセキュリティ 代表取締役 古
ふる た
田 貴

たかゆき
行 会員

新会員入会式新会員入会式

（左より）島村竜二 会員、古田貴行 会員、井橋興蔵 会員
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新入会員 井橋 興蔵

皆様、こんばんは。

先日、８月３日に入会のご承認を

頂きました井橋興蔵です。改めまし

て、どうぞよろしくお願い致します。現在45歳、越

谷生まれの越谷育ち、現在も家族5人で越谷に暮らし

ております。仕事は、高齢者介護事業を営んでおり、

越谷市内で特別養護老人ホームを中心にデイサービス

等の介護事業を運営しております。何か介護のことで

お困りごとがあれば、いつでもご相談ください。

新入会員 島村 竜二

武蔵野銀行越谷支店長の島村で

す。1971年蓮田生まれ、地元小学

校ではボーイスカウト、中学校で

はバスケに注力、春日部高校、浪人1年、早稲田大学

卒業後95年武蔵野銀行東大宮支店（実家から自転車7

私の越谷東ロータリークラブとの出会いは、私が越

谷青年会議所に所属をしていた2016年になります。

当時、越谷東ロータリークラブと越谷青年会議所が共

同で、障害者の就労を支援する農福連携事業を実施さ

せて頂きました。その時は、様々な面でご支援を頂い

たとともに、会員の皆様と心温まる交流の機会を持つ

ことができたことが深く印象に残っております。今振

り返ると、こうして自分が入会させて頂いたのも何か

のご縁があったのだと思います。今後も、皆様との親

睦を深め、クラブの一員として活動に邁進して参りた

いと思いますので、どうぞよろしく願いいたします。

分）入行。以降、営業畑を歩み、桶川支店長、東大宮

支店長、総合企画部、人事部を経て現職。趣味はドラ

イブ（車好き）、映画鑑賞。家族は当行出身の妻と子

ども4人、子供達の成長が1番の楽しみ。ロータリー

例会はいつも勉強になります。奉仕の精神を身につけ、

支店運営にも活かして行きたいと思いますのでどうぞ

よろしくお願いします。

歓迎会会場の様子
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「『超我の奉仕』『最もよく奉仕する者、最も多

く報いられる』を全ての活動の根底に置き、これ

を常に携え、そして大切なことはこの『奉仕の理

念』を個人生活、事業生活、および社会生活に適

用、実践に移すことです。実践に移すことで自分

自身を、事業を、業界を、そして社会全体を向上

に導く道が見えてきます。企業経営に視点を移す

と、自分の儲けを優先するのではなく、自分の職

業を通じて社会に貢献するという意図をもって事

業を営みその利益は従業員や取引に関係する人た

ちと適正に再配分する、それが継続的に利益を得

る道であり業界全体の職業倫理を向上させること

に繋がっていきます」

あらためて奉仕活動の大切さと、職業を通じて

社会に貢献することの重要さを皆さんと再認識す

ることができました。

さんにご紹介しました。このマンガを監修された

青木会員にもコメントいただき、また新入会員の

方々にも感想を述べていただきました。そして最

後にこのマンガの結びの解説文を紹介しました。

以下その抜粋です。

五十嵐 久幸、加藤 盛也、小林 賢弘炉辺会合勉強会炉辺会合勉強会

オリエンテーション教育委員会

マンガ　

奉仕奉仕のの理念理念をを
未来未来へへ繋繋ぐぐ
ロータリーの原点
決議23-34から紐解く
奉仕の心
企　画　国際ロータリー第 2580 地区
　　　 職業奉仕部門

マンガ　日豆思惟子

決議23-34は
ロータリーの奉仕理念を表す

唯一のドキュメント！
Service above self（超我の奉仕）
One profi ts most who serves best（最もよく奉仕する者、最も多く報いられる）　
奉仕の理念が誕生した背景と、そこに込められた想いは
決議 23-34 を紐解くと見えてくる。すべてのロータリアン必読の原点。
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1905年のロータリーの誕生から1923年セン

トルイス国際大会における決議23-34号によって

確立した、ロータリーの奉仕の理念である「超我

の奉仕」と「最もよく奉仕する者、最も多く報い

られる」、この理論と実践の調和が生まれるまで

のさまざまな紆余曲折をマンガを投影しながら皆
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次回例会のご案内

結婚・誕生祝い
交換留学生紹介
交換留学生スピーチ

第1748回 9月7日

8/25に行われました会長幹事会にて伝えられたこ

とを報告させて頂きます。

 幹事報告 幹 事　橋本 政行 ① IMゴルフでのプレー料金が1,500円安くなった

ことが伝えられました

② 市民まつりでの合同事業について各クラブで30

秒位の動画を何本か撮り、各クラブ1分位の動画

に地区の方で編集をしてくれるそうです。
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本日は越谷東ロータリークラブの例会にお招き

いただき誠にありがとうございます。

株式会社イーグルハウジングの大野と申します。

ピタットハウスに加盟していまして越谷駅西口

の税務署近くに事務所がありピタットハウス越谷

として営業しています。

仕事内容は土地や戸建ての売買やアパート、駐

車場の管理や賃貸を行っています。

2013年に設立し、お陰様で10周年を迎えるこ

とができました。

私は菅原産婦人科で産まれ、萩原第一幼稚園に

入園し、越ケ谷小学校、中央中学校、浦和学院、

上武大学と学生時代は過ごしました。

本当にいつも皆さま方にはお世話になっており

ます。

学生時代では主に小学生から大学まで野球を続

け今私がこうして立たせていただいているのも野

球を通じての成長があったからこそだと思ってい

ます。越谷リトルリーグに入団し越谷シニア、浦

和学院野球部、上武大学で野球をしてきましたが

チームの仲間にも恵まれて、中学生では全国大会

への出場、高校では甲子園に出場、大学でも全国

選手権と色んな経験をさせていただきました。

当時の浦和学院野球部は全国からはまだ集まっ

ておらず、ほとんどが埼玉のメンバーでした。大

学からは全国から集まり北海道から沖縄まで同級

生をはじめ、先輩後輩のよい関係性をつくること

ができ良き仲間に出会えました。

野球のみで進学をしてきたため受験をしたこと

がありません。初めての就職活動を行い、東京都

千代田区にある不動産差会社に入社しました。同

期には宅建の資格をもった人や建築資格等学生時

代に準備してきたことが分かるぐらい立派な人が

多く不安からスタートしました。初めはコピーの

取り方、電話の取り方さえ知りませんでしたが、

先輩から教わり少しずつ仕事を覚えていきました。

そこから仕事の楽しさを覚え、特にご自宅が売却

できた時、購入した時の「ありがとう」の言葉は

とても嬉しくこのために仕事をしていると学びま

した。そこから３年経験をさせていただき越谷で

独立をさせていただきました。初めは人脈もなく

苦労ばかりで睡眠時間もほぼなく、家と職場の行

ききでした。

そこから越谷青年会議所と出会い、入会してか

らつながりが大きく変わりました。まちの発展等、

奉仕活動をするようになり価値観が変わってきま

した。本年度は第５０代理事長として務めさせて

いただき、会社は１０周年と記念ごとが多くあり

ますのでこの１年間全てのことにおいてやりきっ

ていきたいと思います。

最後になりますが、本年度の越谷市民まつりを

はじめご協力をお願いする機会が増えてくるかと

思いますが引き続きよろしくお願いいたします。

本日はありがとうございました。

越谷青年会議所 理事長大
お お の

野 聡
さ と し

史様

外 部外 部
卓 話卓 話

「「青年会議所運動を通して青年会議所運動を通して」」
8月24日 例会


